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 要 旨   
 ビールの苦味成分であるイソフムロンは糖尿病マウスにおいてペルオキシソーム増殖因

子活性化受容体αとγ（PPARα、γ）を in vitro で活性化し、血漿グルコースと脂質レベ

ルを減少させる。本研究では前糖尿病被験者におけるイソフムロンの効果と安全性を調べ

た。前糖尿病の 94 名の被験者をランダムに 4 つのグループに分けた。プラセボのカプセル、

1 日当たりに 16、32、48mg のイソフムロンを含むテストカプセルを摂取する被験者で 12
週間の二重盲検用量設定試験を行った。処理後、4 週間後に 32、48mg のグループで空腹時

血糖が減少していたが、プラセボグループで変化はなかった。16mg のグループでは 4 週間

後、32、48mg のグループでは 8 週間後に HbA1c が有意に減少していた。12 週間でプラセ

ボグループと比べ、ボディマス指数（BMI）が有意に 48mg グループで有意に減少してい

た。さらに、12 週間でプラセボグループと比べ、脂肪領域の合計が 48mg グループで有意

に減少していた。以上より、本研究から、イソフムロンの摂取が糖尿病と肥満に有用な影

響をもたらすことが示唆された。 
 
 
 
 
 
 

 




